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報     告 

 

■ 第 28 回年次研究大会が盛会裏に終了しま

した 

1. 開 会 挨 拶      会長 新田 義孝    

                

2. 基 調 講 演    マクロエンジニアリング

学会顧問 藤田 慶喜 

  「最近の日本企業の経営上の課題-國際活動か

ら感じていることー」  

講演要旨 

 世界は今大きく変動をしている。世界的経済変

動に、最近の政治指導者の交代などが重なって重

層的な変化が起きている。第二次大戦後の米国の

指導的立場が弱まり、EUの統合の成果が発揮でき

ずにいる。日本も頻繁な指導者交代を余儀なくさ

れ、東日本災害と原発事故などによる産業力の低

下のほか国際外交力の低下が見られる。更にこれ

まで元気であった中国、インド、ロシアなどBRI
CS諸国も教育度向上などによって、その市民社会

全体のまとまりを従来手法では得られない状況が

生じてきている。Internetの発展によりもたらさ

れたジャスミン革命も、宗教勢力と世俗勢力同士

の期待から遠いのが現実である。 
 日本は地政学的に苦しい位置に存在する。西洋

式民主主義まで成熟していない国、個人独裁色の

強い国など、社会的政治的立場が異なるに国に地

理的に接していながら、日本自身は西欧民主主義

を基盤としているだけにその接点での相違は大き

い。その中で、円滑なる運営をしなくてはならな

い。 
 筆者は上述した國際経済的環境の中になって、

資源に乏しい日本の産業が持続的に活動するに

は、上記handicapを克服しながら、伝統的叡智を

復活させ、國際社会に貢献する道を選ぶことしか

生きる道は無いと信じている。又それが将来の國

際社会において日本が先行モデルになるべき存在

であり、その為には、日本人が他国市民以上に再

び大きな挑戦と努力をしなければならない時代に

入りつつあることを認識すべきである。  
  

3. 講       演 

茂木 創（当学会理事長 拓殖大学政経学部准教

授） 

木村 正信（当学会理事 金沢星稜大学経済学部

准教授） 

立花 亨 会員（拓殖大学政経学部教授・経済学

科長） 

「イスラム金融を通じたアジア・中東産油国間に

おける経済関係の変化と日本経済への影響」 

小島 紀徳 会員（成蹊大学） 

横佩 おさむ（成蹊大学大学院生） 

「CO2固定を目的とした乾燥地での植林と表面流

出モデル」               

4.  懇 親 会    

5. 講       演 １ 

齋藤 優子（東北大学大学院生） 

劉 庭秀（当学会理事、東北大学） 

「小型家電リサイクル制度導入の妥当性分析 

-山形県酒田市における実態調査を事例として-」  

 劉 庭秀（当学会理事、東北大学）、齋藤優子

（東北大学大学院生） 

「復興教育支援事業の意義と今後の課題について 

-宮城県石巻市の小学校を事例に-」         

角田 晋也（当学会理事）、西村 一(独立行政法

人海洋研究開発機構)  

「地球環境情報統融合プログラム(DIAS-2):2017

年実運用開始に向けた運用体制の設計」  

6. 講       演 2 

木本 研一 

北見 辰男（当学会理事, RIMEP）他 

「乾燥・半乾燥地のアルカリ土壌改善」       

安田 八十五(当学会理事、関東学院大学) 

白永梅(関東学院大学) 

「レジ袋有料化政策の有効性及びレジ袋需要曲線

の構造変化の分析と評価」     

7.  討    論    

「農業の位置づけは?」 

               司会:角田 晋也 

8.  総    括    角田 晋也(優秀プレゼ

ン賞発表)                

9.  閉 会 挨 拶    吉野 文雄 副会長  

優秀プレゼン賞に齋藤優子（東北大学大学院生）

劉庭秀（当学会理事、東北大学）「小型家電リサ

イクル制度導入の妥当性分析-山形県酒田市にお

ける実態調査を事例として-」が選ばれました。お

めでとうございます。 

 

お 知 ら せ 

■ 2013年度日本マクロエンジニアリング学会

総会 

以下の日程にて2013年度日本マクロエンジニアリ

ング学会総会を開催いたします。 

1．日 時： 2013年6月8日（土） 

14:00から 

2．場 所：拓殖大学（文京キャンパス） 

尚、会場の詳細は決まり次第ご連絡いたします。 



 

■ 2012年度 第4回理事会 

１．日 時： 2013年4月20日（土） 

13:00から 

２．場 所：拓殖大学（文京キャンパス） 

  C601 

（注）例年第4回理事会は次年初に開催しています。 

 

■ 2013年度 第1回理事会 

１．日 時： 2013年6月8日（土） 

13:00から 

２．場 所：拓殖大学（文京キャンパス） 

会場の詳細は決まり次第ご連絡いたします。 
 

 

 

■ 経済工学研究会 

下記の要領で経済工学研究会 2013年度第 1回

研究会を開催いたします。皆様の参加をお待ち

いたします。 

【第 1回研究会】 

日時：2013 年 4月 20日（土）11:00-12:30 

場所：拓殖大学文京キャンパス C館 601教室 

報告：廣畑 伸雄「カンボジアの農村金融」 

注意：出欠を事前にお知らせください。 

吉野 文雄（経済工学研究会代表） 

拓殖大学国際学部 

193-0985 東京都八王子市館町 815-1 

電話/ファックス 042-665-1539 

fyoshino@ner.takushoku-u.ac.jp 

URL http://homepage3.nifty.com/fyasia/ 
 

■合同研究会 
JAMES 合同研究会(未利用資源、マクロプロジェクト、

水資源)を下記により開催いたします。 

日時: 4月 26日(金）17:30-19:00 

場所:  横浜ランドマークタワー・25階・2512 会議

室(JR 桜木町駅下車徒歩 7分) 

議題:  縦軸セール型風力・水力発電装置について 

話題提供：㈱アースクリーン代表取締役 小川 弘

MDI(株)宮内 正裕 

話題趣旨 

環境機器開発会社のアースクリーンは「セールタイ

プ風力・水力発電装置」を開発した。縦軸に４枚の

セール状の羽根を配置し、はじめは大きな羽根の抗

力で低速での起動を行い、回転が上がると揚力効果

があがり効率よく発電できるというもの。特徴は実

質羽根面積が大きい事で大きなトルクを生じる強風

時も必要以上に回転は上がらないため強風であって

も発電できる。騒音も殆ど無い。また低速でのトル

クを生かし水力で発電を行う事も可能。３年以上の

研究・実験を重ね、国際特許を申請。開発余地は多

いが、今後は製造や販売業者と連携をしていくとい

う。 

 

皆様の参加をおまちしております。会場準備の都合

上、ご参加される方は 4月 18日中までメールで下記

あてご連絡ください。 

 

連絡先: マクロエンジニアリング学会理事 

北見 辰男 kitamictc@kxd.biglobe.ne.jp 

 

 

事務局より 

現在、2013年度-2014年度の理事選挙投票用紙を送

付しております。ご記入のうえ、期日までにご投票

いただけますよう、何卒よろしくお願い申し上げま

す。 

また、引き続き会費納入にご協力くださいませ。 

過年度分を振り込まれる際には振込用紙の通信欄に

その旨ご一筆いただけますと幸いです。 


